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m ckneiStkml Vplkm/S- Vslkm/S】 Qlg/cm31
UpperCrust 15 6.10 3.52 2.56
LowerCmsl 15 6.70 3.87 2.81
UpperMantle lO 7.80 4.50 3.27
Ocea山cCmst lO 6.70 3.87 2.81
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Fig･8 PossiblelocationoFconversio-IpOlntS
of山eScSpphaseobservedatSBK･
TheconversioIlpOmtSarein山ehatched
reglOn･
ところに高速度層が水平に分布していることわかる｡
この水平な高速度層はこの地域に沈み込んでいるフ
ィリピン海プレー トを反映したものであると解釈さ
れており (田中,1987)､ScSP波の解析で得られたプ
レー トの分布と調和する.
観測されたscsp波をプレート撮上部でのScS-P変
換と考えると､scs-p変換点の深さは50km程度とな
る (Fig.5参照)｡また､震央距離が40度程度の震
源からscsP波が渋川観測所に到達するためには､
ScS-P変換点はFig.8に示した領域に限られる｡震央
距離が40度を越える地震についてもscsP波が観測さ
れない場合がある｡TablelのNo.4,No.5,No.9,No.
13の地震がそれに当たる｡それらの地震にScSp波
が観測されない原因は､プレート上面の凸凹とscs
波の波線の幾何学的な効果のためにScSp波の波動エ
ネルギーが散乱されるからであると考えられる｡ま
た､N0.5の地震からscsp波が観測されない原因と
してもう一つ別のことが考えられる｡すなわち､こ
の地震のScS波がほぼ西側から到来しているので
(Fig.2参照)､フィリピン海プレートが存在しな
いところをscs波が伝わってきた可能性があるから
である｡
西南日本の瀬戸内海沿岸に設置された渋川観測所
では､近地探発地番からの記録にはscsp波ははとん
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ど検出されない｡中国 ･四国地方ではフィリピン海
プレー トはほぼ水平に沈み込んでいるため､震央距
離が小さい近地地震では入射scs波とプレートがな
す角が小さくなる｡したがって､プレー トでのScS-
p変換が効率的に行なわれないと考えられ､このこ
とが､渋川観測所でScSp波がほとんど観測されない
理由であると解釈できる｡これに対して､太平洋プ
レートは大きい角度で東北日本に沈み込んでいるた
めに､比較的小さな震央距離でもプレー トと入射
scs波が成す角が大きくなる｡このとき､プレー ト
上面でのScS_P変換が効率的に行なわれるために､
栗北日本の観測点では近地深発地震でもscsp波が観
測され易いと考えられる｡
V.結 論
瀬戸内海沿岸に設置された渋川観測所では､ScSP
波は震央距離の大きな地番のみについて観測される.
このScSp波はプレー ト最上部でのScS-P変換によっ
て発生したと考えると､瀬戸内海沿岸の岡山県地域
ではフィリピン海プレー トはほぼ水平に沈み込んで
いると解釈できる｡
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